平成２２年度パソコンボランティア養成講座



	
	現状分析
	
	企画構成
	

	
	●２００４年２月に発足した“座間市パソコンサポートクラブ”は、市民の情報格差をなくすために座間市が育成したボランティア団体である。６年間の活動の中でメンバーの加入、脱退、休会を繰り返し、現時点では講座を運営すること自体が厳しい状態となっている。この状況を打開するために、パソコンボランティア養成講座を行い、新メンバーの募集とともに現メンバーのスキルアップを図る目的で企画するものである。ただし、限られた予算・日程の中で如何に充実した内容とできるかが今回の課題である。
	　
	●ボランティア団体“座間市パソコンサポートクラブ”とは（沿革、活動内容、活動実績、ボランティアの定義など）
●インストラクターとして求められる話し方、態度等のヒューマンスキル、ファシリテーションスキル（参加者の心の動きや状況を見ながら実際にプログラムを進行していく）、コミュニケーションスキル
●OS・ネットワークスキル、授業構成スキル、

技術スキル
	

	
	
	
	
	













	
	日程等について
	
	
	

	
	●日程・会場等について
第１回　6月１３日（日）13：30～15：30　座公OR東
第２回　6月２０日（日）13：30～16：30　座公OR東

第３回　6月２７日（日）13：30～16：30　座公

※研修自体を午前午後１日かけて行う案もあり

座公は２０日・２７日は１日押さえることも可能
	
	●検討課題
予算が限られており、講師の派遣に苦慮する必要がある。今回の募集は、あくまでもパソコンボランティアの養成講座であることを前提として進める必要がある。
	

	
	
	
	
	





ヒューマンスキル・ファシリテーションスキル・コミュニケーションスキルについて理解する





座間市パソコンサポートクラブとは


●ボランティア団体の定義


●活動内容、活動実績、構成


●講義実演


●加入呼びかけ





パソコンの基礎とネットワークの基礎





インストラクターの基礎








教室運営のために必要なパソコンとネットワークの知識を習得する





座間市パソコンサポートクラブの紹介と参加呼びかけ








指導者育成


(派遣講師による講義)








